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　後期中新世まで大部分が海だった東北日本には、その後陸地が盛んにつくられた。その原因として広範囲で

発生したカルデラ噴火が挙げられる。そのためカルデラの形成は東北日本弧の成り立ちを考える上で非常に重

要である。しかし、これらのカルデラ群の構造や形成過程については、不明な点が多い。本研究で調査してい

る白沢カルデラもその一つである。白沢カルデラは8Ma〜6Ma前に今の仙台市西部に形成された巨大なカルデ

ラである。また、白沢カルデラ内に古仙台湖と呼ばれる直径約20kmの広大なカルデラ湖を形成した(伊藤ほか,

1989)。その後、古仙台湖内に砂岩泥岩互層、凝灰岩、シルト岩で構成される白沢層が堆積した。本研究では

白沢層およびその周辺の地層における露頭の記載と広域的な地層の姿勢を解析して白沢カルデラにおける地史

の解明とその変動を明らかにすることを目的として研究を行った。 

 

　野外調査では岩相分布の記載と地層の走向傾斜を測定した。それらを元に調査範囲のルートマップと地質断

面図を作成した。これらの結果からゆるやかな背斜および向斜構造を確認した。またすべての地層の層理面の

データを、ステレオネットを用いて解析した。地層の層理面を極で投影したところ特徴としては小円分布であ

るということが挙げられ、カルデラ内部でドーム状およびすり鉢状の構造が発達していたと推定した。 

 

　続いて、白沢層における露頭において堆積構造の解析を行った。この露頭の柱状図およびスケッチを作成

し、サンプリングを行った。凝灰岩の基質中に含まれる礫は数cm程度の軽石を多く含むことに加え、長径

50cm程度の堆積岩ブロックが断裂した状態で混入していた。混入していた堆積岩の構造を観察した結果、葉

理構造が確認でき、植物片が含まれていた。また周囲の基質部のサンプルは、凝灰岩質で、火山岩片がほとん

ど含まれておらず、混入していた堆積岩は熱変成を受けていないことが確認できた。これらのサンプルの観察

から、この堆積岩ブロックは未固結時または半固結時に取り込まれたと考えられる。 

 

　以上の解析結果を踏まえ、地質構造および堆積時の変動について考察を行った。仙台西部における地質構造

は、地質断面図やステレオネットによる地層の姿勢の解析からドーム状およびすり鉢状の構造を形成している

ことが推定できる。これらの構造の成因としてはカルデラの火山活動によるマグマの上昇によって地層がたわ

んだと考えられる。 

 

　堆積岩を取り込んだ凝灰岩の形成要因については松田・中村（1970）による分類を用いて考察した。ま

ず、凝灰岩中に堆積岩が取り込まれていることから、堆積層を削剥する現象が起こったと考えられる。ま

た、成層部分や逆級化構造があって淘汰がよく、溶結が見られず発泡度がわるく、マッドボールが含まれてい

ることが確認でき、それらの特徴は水底における本質火砕流堆積物のものと一致した。しかし、凝灰岩の基質

部にマグマ由来の岩片がほとんど含まれておらず、含まれていた堆積岩に熱変成が見られない。した

がって、この凝灰岩は水底における泥流や土石流のような現象による堆積物であると考えられる。加えて、こ

のような現象が発生する要因については先程述べたように凝灰岩に火山岩片がほとんど含まれていなかったこ

とから、マグマの噴出を伴わない水蒸気噴火が最も可能性が高い。ゆえに、この凝灰岩は水底で発生した水蒸

気爆発による泥流や土石流のような現象によって堆積したと推測される。 
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　本研究では凝灰岩に取り込まれた堆積岩ブロックが、未固結または半固結状態のときに形成されたことを確

認した。堆積岩ブロックを含む凝灰岩は、水底で堆積した水蒸気爆発による堆積物の流動によって形成された

と考えられる。また、地層の走向傾斜の解析から、白沢カルデラ内において、ドーム状もしくはすり鉢状の構

造を確認した。 
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